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               千葉中央メディカルセンターニュース ９２号  

１面：院長 新年度挨拶  ２・３面：常勤医師紹介  ４面：循環器内科 血管造影室をリニューアル 

昨年 12 月から今年 1 月にかけて、全国的にイ

ンフルエンザが猛威を振るい、救急車の出動や

病院の救急が大変な状況となっていました。体

力のある若い人は、インフルエンザに罹患して

も、タミフルなど飲まなくても自然に回復する

ものですが、糖尿病や脳卒中、心不全、喘息、

癌などの合併症を持っていたり、85 歳以上の超

高齢者と言われる患者さんは、重症化して肺炎

になったり、もともと持っている合併症が悪化

したりして、なかなか回復しません。入院が長

期化したり、残念ながら回復することなく亡く

なる患者さんもいます。インフルエンザに罹患

した患者さんは感染まん延を防ぐため、隔離が

必要となります。またコロナも相変わらず一定

数発生しており、やはり隔離が必要となります。

感染症同士だからといってインフルエンザとコ

ロナの患者さんを同室にするわけにもいかず、

4 人部屋を 1 人で使用したりなど、効率の悪い

病床利用となってしまいます。そのため空床が

あるのに、そこには患者さんを入院させること

ができない、つまり救急の患者さんを受けるこ

とができないという状況に陥っていました。当

院だけではなく、全国的にそうでした。患者さ

んが急病となり救急車を呼んで、救急隊が病院

に受け入れ要請を行っても、上記の理由で空床 
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〜 Philips 社製 Azurion○R 、J＆J 社製 CARTO○R ver.8 の導入でより高度な治療環境へ 〜 

循 環 器 内 科                        金 村  俊 

院長 齋藤 俊彦 

リニューアル工事後の血管造影室 アブレーション中の様子 

4 月 1 日（火）に千葉中央メディカルセンターの入職式

が執り行われ、診療部（3 名）、研修医（5 名）、看護部

（32 名）、診療録管理室（2 名）、事務部（3 名）、放射線

課（2 名）、臨床工学課（1 名）、リハビリテーション課

（2 名）、薬剤部（1 名）、臨床検査課（1 名）の総勢 52

名の新入職の皆様を迎え入れることが出来ました。 

がなく、受け入れができません。受け入れ病院

が決まるまで十数件の病院交渉を行い、その間

2 時間以上経過する場合もあったようです。医

療費抑制という国の施策に基づき、各医療圏に

地域医療構想というものが立てられ、一般急性

期病床は過剰なので削減すべしという政策とな

っています。平時においては間違った政策では

ないと思いますが、コロナ禍や今回のようなイ

ンフルエンザの大流行、あるいは大災害で傷病

者が多く出たときには病床のひっ迫を生じるこ

とは間違いありません。病気であれ外傷であれ、

急性期病院で治療を行い、ある程度回復したら

自宅退院、施設入所、あるいは療養型病院へ転

院というのが通常の流れですが、重い合併症を

持つ患者さんや超高齢者ではそもそも回復しな

いことも稀ではありません。そのような患者さ

んが急性期病院にとどまり、ベッドを埋めてし

まうことで病床ひっ迫、救急の新規受け入れ制

限となってしまうわけです。ACP（アドバンス

ケアプランニング）についてこの千葉中央メデ

ィカルセンターニュースでも何度か取り上げて

いますが、回復の見込みのない患者さんに急性

期病院でどこまで濃厚な治療をすべきなのか考

なければいけません。ある程度までの治療が終

わったら、施設や療養型病院へ転院して緩和的

医療だけ行うことの検討が必要ですが、そうい

った施設も経営上 100%近い病床稼働率でない

とやっていけないため、空床が常にあるはずも

なく、急性期病院からの転院要請に応えるには

日にちを要するのが実情です。 

 

このたび当院では、より安全かつ精密な治療環境を整

えるため、血管造影室の設備を全面的にリニューアル

し、Philips 社製の最新血管造影装置「Azurion（アズ

リオン）」を導入しました。 

Azurion は、ClarityIQ テクノロジーを搭載し、最大

70％の被ばく低減と高精細な画像表示を実現。リアル

タイムの透視画像により、カテーテル操作やデバイス

の位置確認が正確かつ迅速に行えます。また、術中の

操作性に優れたタッチパネルや FlexVision Pro によ

り、医療チーム全体の動きがよりスムーズになり、治

療の安全性と効率性が大きく向上しました。 

あわせて、不整脈に対するカテーテルアブレーション

治療のさらなる精度向上を目指し、Biosense Webster

社製の心臓 3D マッピングシステム「CARTO
○R
3system 

ver 8」を導入いたしました。 

「CARTO
○R
3system ver 8」は、心臓内の電気活動

を三次元でリアルタイムに可視化し、不整脈の原因

部位をより正確に特定できる最新ナビゲーション

システムです。心房細動や心房頻拍などの複雑な不

整脈に対しても、より的確で安全性の高いアブレー

ション治療が可能となりました。（これまで心房性

不整脈を対象にアブレーション治療を開始して 3

年経過しており、重大な合併症が生じた事例は 0 で

す。今後も心房性不整脈を対象に運営してまいりま

す。治療適応の有無も含め個別にご相談ください。） 

今後も当院では、最先端の医療機器と技術を積極的

に導入し、地域の皆さまへ安心・安全で質の高い医

療を提供できる体制づくりを進めてまいります。

（ただし施設認定の関係上、一部の症例については

当院で対応が難しい点についてはご理解とご了承

をいただけますと幸いです。） 
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①脊椎脊髄センター長 
 ／整形外科 部長 
②河野 裕 
③東海大学/1996 年卒 
④2009 年 7 月就任 

【副院長】 
①脳卒中センター長 
 ／脳神経外科 部長 
②佐藤 幹 
③岡山大学/1992 年卒 
④2005 年 4 月就任 

 

【副院長】 
①診療部長／消化器内科 部長 

／地域医療連携室長 
②上原 広嗣 
③富山大学/1998 年卒  
④2013 年 4 月就任 

常 勤 医 師 紹 介  ①担当診療科  ②氏名  ③出身大学／卒年  ④就任年月          常勤医師：55 名  非常勤医師：74 名  合計：129 名  （2025 年 4 月 1 日現在）  

【相談役】 
 ①リハビリテーション科 
 ②中村 孝雄 
 ③千葉大学/1973 年卒 
 ④1993 年 1 月就任 

【理事長】 
①脳神経外科／人間ドック科 

／リハビリテーション科 
②景山 雄介 
③千葉大学/1983 年卒 
④2023 年 6 月就任 

【院長】 
 ①泌尿器科 
 ②齋藤 俊彦  
 ③京都府立医科大学/1988 年卒 
 ④2000 年 4 月就任 

【副院長】 
 ①内科 
 ②山本 和利 
 ③千葉大学/1978 年卒 
 ④1994 年 4 月就任 

【副院長】 
 ①脊椎脊髄センター 

／整形外科 主任部長 
 ②佐久間 吉雄 
 ③岩手医科大学/1991 年卒 
 ④2006 年 4 月就任 

①糖尿病センター長 
②堀江 篤哉  
③福井大学/1996 年卒 
④2009 年 4 月就任 

①糖尿病名誉センター長 
②金塚 東 
③千葉大学/1973 年卒 
④1999 年 1 月就任 

①和漢診療科 部長／内科 
②地野 充時 
③富山大学/1995 年卒 
④2013 年 4 月就任 

①内科 医長／腎臓内科 
／人工透析内科 

②原 一彰 
③高知大学/2010 年卒 
④2019 年 4 月就任 

①内科／和漢診療科  
②太田 陽子 
③島根大学/2010 年卒 
④2021 年 4 月就任 

①循環器内科 部長 
②磯山 邦彦 
③金沢大学/1995 年卒 
④2014 年 9 月就任 

①循環器内科 医長 
②西本 正興 
③金沢医科大学/1996 年卒 
④2016 年 9 月就任 

①循環器内科 
②金村 俊 
③京都府立医科大学/2015 年卒 
④2015 年 4 月就任 

①糖尿病内科 部長 
／消化器内科肝疾患 部長 

②須永 雅彦  
③千葉大学/1988 年卒 
④2008 年 1 月就任 

①消化器内科 医長 
②高平 尚弘 
③秋田大学/2001 年卒 
④2015 年 4 月就任 

①消化器内科／人間ドック科 
②佐藤 恒信 
③千葉大学/1988 年卒 
④2012 年 7 月就任 

①消化器内科 医長 
②宮内 輝晃 
③聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学/2012 年卒 
④2022 年 4 月就任 

①消化器内科 
②岡 弘晃 
③東京慈恵医科大学/2019 年卒 
④2024 年 4 月就任 

①人工透析内科 部長 
②柏木 福和 
③千葉大学/1981 年卒 
④2002 年 4 月就任 

①外科 副部長 
②間宮 俊太 
③千葉大学/2000 年卒 
④2015 年 4 月就任 

①外科 部長 
②飯田 義人 
③順天堂大学/1991 年卒 
④2018 年 10 月就任 

①糖尿病センター 
②山田 俊儒 
③千葉大学/2014 年卒 
④2022 年 4 月就任 

①外科 主任医長 
②服部 陽 
③福島県立医科大学/2008 年卒 
④2021 年 4 月就任 

①リハビリテーション科 部長 
／整形外科 主任医長  

②小西 誠二 
③産業医科大学/1987 年卒 
④2015 年 4 月就任 

①整形外科 医長 
／脊椎脊髄センター  

②徳山 天之 
③福島県立医科大学/2014 年卒 
④2021 年 7 月就任 

①整形外科 
②石井 健太朗 
③東北大学/2020 年卒 
④2024 年 7 月就任 

①泌尿器科 部長 
②沖田 竜治  
③川崎医科大学/2007 年卒 
④2016 年 1 月就任 

①脳神経外科 主任医長 
／脳卒中センター 

②渡辺 敦史 
③東北大学/1994 年卒 
④2017 年 4 月就任 

①脳神経外科／脳卒中センター 
／回復期リハビリテーション病棟部長 
②中村 元貞 
③山口大学/1987 年卒 
④2015 年 5 月就任 

①脳神経外科 医長 
／脳卒中センター 

②木原 一徳 
③浜松医科大学/2001 年卒 
④2022 年６月就任 
 

①泌尿器科 医長 
／人工透析内科 

②三田 真朗  
③宮崎大学/2014 年卒 
④2022 年 4 月就任 

①眼科 主任部長 
②池尻 充哉 
③千葉大学/1989 年卒 
④2004 年 4 月就任 

①形成外科 部長 
②和田 邦生 
③千葉大学/1997 年卒 
④2011 年 4 月就任 

①眼科 部長 
②末廣 伸太郎 
③千葉大学/1995 年卒 
④2004 年 4 月就任 

①麻酔科 部長   
②澤井 淳 
③帝京大学/2006 年卒 
④2022 年 4 月就任 

①放射線科 部長  
②林 敏彦 
③日本医科大学/1993 年卒 
④2019 年 4 月就任 

①放射線科 医長   
②今泉 雅博 
③東京医科大学/2008 年卒 
④2021 年３月就任 

①泌尿器科 
②笹子 叶 
③島根大学/2023 年卒 
④2025 年 4 月就任 

初 期 研 修 医 2 年次（2024 年 4 月就任） ①氏名 ②出身大学/卒年 初 期 研 修 医 １年次（2025 年 4 月就任） ①氏名 ②出身大学/卒年 

①救急科 部長 
②大谷 俊介 
③千葉大学/2001 年卒 
④2022 年 5 月就任 

①呼吸器内科 部長 
／人間ドック科 

②潤間 隆宏 
③千葉大学/1985 年卒 
④2023 年 10 月就任 

①石黒 龍太郎 
②東海大学/2024 年卒 

①磯部 文一 
②秋田大学/2024 年卒 

①高尾 佳那 
②国際医療福祉大学/2024 年卒 

①江寺 景祐 
②千葉大学/2024 年卒 

①外科 
②江川 由美  
③国際医療福祉大学/2023 年卒 
④2025 年 4 月就任 

①整形外科 
②鈴川 慶人 
③千葉大学/2023 年卒 
④2025 年 4 月就任 

①泌尿器科 
②島田 悠希 
③琉球大学/平成 27 年卒 
④2025 年４月就任 

①麻酔科 
②長野 峻志 
③島根大学/2016 年卒 
④2025 年 4 月就任 

  ①担当診療科目 

②氏   名 

  ③出身大学/卒年 

  ④就任年月 

①市川 裕彬 
②国際医療福祉大学/2025 年卒 

①遠藤 辰朗 
②東海大学/2025 年卒 

①佐久間 一樹 
②千葉大学/2025 年卒 

①三宮 朝陽 
②秋田大学/2025 年卒 

①武者 亮佑 
②東京大学/2025 年卒 


